


ジャカルタ漁港物語
コンサルタント人生をかけた漁港開発

折下定夫（おりしも・さだお）さん
開発コンサルタント。1978年からジャカルタ漁港の調査、設計、工事監理に従事。40年を超
えるコンサルタント経験に個人的エピソードを交えて執筆した手記「虹の設計」は圧巻。当連
載は、「虹の設計」からジャカルタ漁港に関する部分を抜粋・要約したものである。

経団連視察
（2007年８月）

　日本とインドネシアとの間で経済連携
協定（EPA：Economic Partnership 
Agreement）が締結されることになり、
安倍首相（当時）が訪イし、御手洗会長以
下経団連一行100人あまりもジャカルタ
にやって来た。経団連の幹部以外のメン
バーと随行者計130人ほどがODA案件
の視察としてジャカルタ漁港を訪れた。視
察は８月20日（月）で、その一カ月ほど前
から大使館書記官、JBIC所員と視察コー
スや資料の準備に追われた。プロジェク
トの経緯と概要の説明はコンサルタント
の私が行い、その後２組に分かれて製氷
工場、水産加工場を視察することになっ
た。水産加工場では、前日にならないと魚
の入荷があるか分からない。心配だった
ので前日の日曜日に見に行った。幸いに
もたくさんの魚が入荷していて、翌日の加
工作業は問題ないということだった。一
行はバス５台でやって来た。漁港管理事
務所の会議室がいっぱいになった。JBIC
次長、タンブナン漁業総局次長のあいさ
つの後、私から20分ほどの説明をし、そ
れから視察を行い、無事終了した。 
　その夜、宿舎でのんびりしていると電
話がかかってきて、「これから安倍首相と
の写真撮影会があります。折下さんも
EPAの功労者ですからいらしてください」
とのことだった。めったにない機会だった
ので、スーツに着替えて撮影のあるホテル
に行った。大使館やJBIC/JICAの人が大
勢待機していた。安倍首相はまだユドヨ
ノ大統領（当時）との夕食会で、ホテルに
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1978年4月１日だという。私がジャカル
タ漁港の仕事でジャカルタに来たのが
1978年３月16日なので、ほぼ同時期に
庄野さんは歌手の道を順調に歩み始め、
私は漁港の仕事を開始していたのだ。そ
の偶然に驚いた。

深刻な大洪水及び
緊急対策

（2007年～2009年）
　リハビリ事業Package１の詳細設計
中の2006年ごろから、潮位が異常に高く
なることが多く、西護岸から海水が浸入
し、漁港内の道路が冠水し始めた。Pack-
age１では岸壁のかさ上げ、防波堤の補
強が洪水対策として計画されていた。
Package２では漁港入口のアクセス道
路の低い部分を約300 メートルかさ上
げすることになっていた。しかし、2007年
11月には、西護岸のほぼ全域から高潮時
になると海水が浸入し、漁港内の道路を
経由して入り込み、地盤の低い入口ゲー
トおよびアクセス道路（Jl. Muara Baru）
が川のようになった。Jl. Muara Baruに
は、隣のスンダクラパ港、Pluit池の前面の
護岸からもかなりの海水が浸入してい
た。港湾局、ジャカルタ市、海洋水産省は
緊急対策会議を開き、それぞれの管轄区
域からの海水浸入を完全に止める方策
を緊急に取ることを確約した。幸運にも
2008年ごろから円高・ルピア安となり始
めていた。Package１は98％以上がルピ
ア建ての契約だったので、予定の円資金
が大幅に残ると予想された。当初、Pack-
age２はアクセス道路300メートルかさ
上げだけだったが、この緊急を要する洪
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ジャカルタ漁港
リハビリ事業❸

（2001年～2012年） 

水対策に残額を使いたいとJICAに要請
した。
　JICAも事態の深刻さを認識し、円借款
締結の目的（漁港のリハビリ事業）からも
逸脱していないということで、残金使用が
認められた。Package２の工事内容は、下
記のように大幅に増加した。Package１
の工事監理メンバーが、追加設計、積算、
入札図書作成を追加費用なしで行った。 

●Jl. Muara Baruかさ上げ
300メートル（当初工事） 

●港内道路かさ上げ  2620メートル 
●西側護岸改修（PC矢板等で補強）
1130メートル 

●東側護岸改修（コンクリート壁かさ上
げ）　1500 メートル 
●排水溝改修  950メートル 
●洪水調整池および排水ポンプ施設 
●その他関連施設 

　入札はインドネシアの建設会社のみで
2008年10月23日に実施したが、どの会
社の入札書も合格点に達しなかった。２
回目は12社が参加し、2009年１月28日
に行われた。PT. Hutama Karyaが一番
札となり、３月12日に契約が締結された。
契約額は約410.7億ルピアだった。

Package１工事
（2008年12月～2010年12月）

　TOA-PPからはプロジェクトマネ
ジャーと港湾技師の２人の日本人が着任
した。日本人コンサルタントの工事監理は
私ともう一人である。工事は岸壁かさ上
げ、防波堤修復、コントロールタワー新設
の３つである。 

●岸壁かさ上げ
　約1500メートルの既存岸壁は漁船が
常時使用中なので、工事をする部分を東
側４ブロック、西側３ブロックに分けた。ま

ず、杭打ちする区間の漁船をすべて他の
岸壁に移動させた。既存岸壁は既に25
年以上経過していて、かなり老朽化して
いた。杭打ち機を岸壁の上に載せての作
業はかなり危険が伴うので、入札図書の
技術仕様書で「重機は既存岸壁に載せ
ず、海上から杭を打設する工法」を義務付
けていた。杭は直径600ミリのPCパイル
であった。工事の手順は以下の通り。 

1●既存岸壁のコンクリートデッキに杭
用の穴を開ける。 

2●鋼管を杭の位置に打ち込み、既存岸
壁下に施工されていた被覆石を除去
する。 

3●台船上の杭打ち機の吊りハンマーに
PCパイル（長さ12メートル）をセット
し、デッキの穴の部分に垂直に建て
込む。 

4●ハンマーを起動させ、１本目の杭を
デッキのところまで打ち込む。 

5●２本目の杭を建て込み、溶接で結合
させる。 

6●ハンマーを起動させ、所定の支持力
が出るところまで２本目のパイルを打
ち込む。 

7●杭頭を削り、PC鋼を露出させ、上部
コンクリートの梁（はり）と結合する
ための準備をする。 

8●上部コンクリートの梁用の型枠を設
置する。 

9●梁の鉄筋を組み入れる。 
10●梁のコンクリートを打設、強度が出

た段階で、型枠を外す。 
11●スラブの型枠を設置する。 
12●スラブの鉄筋を組み入れる。 
13●スラブのコンクリートを打設、強度

が出た段階で、
型枠を外す。 

14●防弦材、係留注
を設置する。 

 
　設計時にクライア
ント側から、既存岸壁
を全く利用しないの
は好ましくないという
意見があった。新岸
壁は、吊りハンマーで
は斜杭を打てないと
いう施工上の問題で
斜杭を使用していな
い。直杭だけでは船

戻っていなかった。１時間ほどして安倍首
相夫妻が戻り、海老原大使夫妻（当時）と
並んで座り、撮影会が始まった。順番に５
人ずつが首相らの後列に立って撮影する
という段取りだった。したがって、首相と
我々が顔を合わせることなく、後列のグ
ループが入れ替わり、首相はずっとカメラ
の方を向いたままだった。全員の撮影に
30分以上の時間を要した。首相も遅くま
で大変だなと思った。安倍首相はその後
インド、マレーシアを訪問し、帰国した。そ
れから１週間ほどして突然、体調不良で
辞任した。やはり写真を撮っている時も
相当体調が悪かったのだろうと思う。 
　EPAはその後両国で批准され、施行さ
れた。インドネシアから介護士がたくさん
日本に派遣されたことがニュースで大き
く取り上げられた。水産業でいえば、エビ
の輸出にかかっていた５％の関税がEPA
で撤廃になった。

庄野真代さんによる
視察

（2008年６月）
　2008年６月30日、「有識人による日本
の政府開発援助（ODA）民間モニター」
に任命された歌手の庄野真代さんが、
ジャカルタ漁港を視察に訪れた。庄野さ
んは当時、「国境なき楽団」の代表理事を
していて、音楽を通しての国際交流を積
極的に行っていた。日本の政府開発援助
にも関心が高かった。漁港の視察でも熱
心に説明を聞き、港内海水浄化システム、
加工工場、冷蔵庫等を視察した。庄野さ
んといえば大ヒット曲「飛んでイスタン
ブール」である。聞けばレコード発売は

舶接岸時や地震時の横荷重に弱いので、
斜杭使用の既設岸壁である程度横抵抗
を取る設計にした。既存岸壁の梁のアン
カーを打ち込み矩形（くけい）のコンク
リートシェアコネクターを設置し、新岸壁
の梁と数センチの隙間をとる。新岸壁が
船の接岸や地震時に横に動いた場合、既
設岸壁にシェアコネクターが接触し、横
荷重の一部を負担するという方法で、既
存岸壁も構造の一部とした。 
　杭打ちが完了したら次のブロックに機
械を移動し、杭を打設する。最初の杭打
ちが終わったブロックは、上部コンクリー
トデッキの施工に入る。したがって同時に
２ブロックが工事中となり、漁船はそれら
のブロックを使用できない。杭打ち機をで
きるだけ遊ばせないということで、杭打ち
はそのまま連続して打設を続けた。杭の
間隔が約５メートルあるので、杭を打った
後でも、人力による魚の荷揚げやその他
の荷役作業はその場で支障なく行えた。
当初心配していた杭打ち工事はほとんど
アイドリングがなく進んだ。上部工のコン
クリート工事も、既存岸壁が足場として
使用できる上に、繰り返しの工事なので
早く進み、予定工期の５カ月前（2010年
７月）には完了した。

杭の打設が終わった岸壁、既設岸壁は冠水している。冠水した漁港ゲート付近とアクセス道路（2007年11月）

岸壁工事の手順が分かる写真 

杭打ち終了杭打ち終了

梁の工事終了梁の工事終了

床版工事床版工事










